

















り・…・… 真筆に、敏感になる。…・……   
患者さん、一般の方々からの意見を聞き、それに従って改善して  
いくことが、病院を改善していくうえでポイントとなります。それは、  











ことができたことがたいへん有意義なのではないでしょうか。   
従来のご意見箱や投書とは異なり、市民モニターは高い視座、  
大きな視野からご意見をいただける、市民塾墨壷助な性格が塵壷  
●外来の待ち時間については概ね許容範囲であ   
るが、中央採血などは混雑しており、新中診棟   
への移転に際しては改善を期待したい。  
●医師の説明は丁寧でリスクについても正直に   
説明してくれた。  
●接遇に関して看護師の「大丈夫ですよ」「安心し   
てください」等の一言が患者の心の支えになる。  
●病院職員の過半数を占め、最も患者に身近な   
看護部長を副病院長にしたと、ある本に書い   
てあったが、賛成である。  
●金大病院での先進的な治療内容をもっと公表   
し、宣伝したらどうか。  
●最近の患者はHP等で病院の情報を調べて受   
診することが多いので、もっと病院のHPを充   
実してほしい。  
●診療科間の連携がどのようになされているか   
情報が知りたい。（例えばリウマチ患者が子ど   
もを産みたいというとき、リウマチ科から産科   
等への連携等）  
●他の病院からの紹介率は80％を超えているも   
のと思っていた。   
と考えております。病院全体の経  
営、他の病院との役割分担など、  
全体的かつ常識的な意見を反映   
していく所存です。   














優先し、待ち時間を短縮します。   
（2）紹介状をお持ちの初診患者さんは  
速やかに診療を開始します。   
（3）紹介状に対する返書は速やかに送付し、  
また、逆紹介を推進します。   


























事前電話連結をお願いします。   
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金沢鱒医苦雛革聯 ㌔  
に扁覇軍巨5名が参加。  日、rふれあい  
?．「???

























午後になると、新生児の沐浴  病院長から辞令を手渡される高校生たち  新生児を沐浴させる看賢師の側で介助  
遵守している施設の証  








「防火優良認定証」が交付されます。   
玄関口ピーに掲げられた「防火基準点模清吉正」は、本院が定  
期点検に合格し、消防法を遵守していることを患者様や本院  










思」は、顎竪とも特にご留意ください萄   
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子診断を行っています。   



































またロボット手術も開始する予定です。   






治療の担い手としこ期待されています。   
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ます。   
また、この7月には患者団体と市民公開講座を予定していま  
す。徐々にではありますが、こうして北陸における旧D拠点を  
目指していきたいと考えています。   
炎症性腸疾患センター長  















日 時■2005年7月2日（土）13：00～17：00  
会 場■金沢市文化ホール  
参加費■無料  




消化器内科 カロ賀寄まで TELO76－265－2235  
は国内でもトップクラスの実演。多検出器＄PECT装置などの  

































が早くなってきました。   
全身性強皮症では、内臓の合併症を早く見つけて治療する  








た状態の方が延命できています。   
さらに研究を続け、治療効果を高めていきたいと思います。  
皮膚科長  
竹原 和彦  
r ▼一一   
洗い物などで水に触れると指先が真っ白になり、数ヶ月後  
には手や腕の皮膚がむくんで硬くなってくる。強皮症はこの  










事■t一事1疇■■‘■l   …＝…■…＝＝●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●  
アジアオセアニア若年研究者賞  
診療学   
賞   白景明  
●●●●●  
平成16年度日本気管食道科学会奨励賞   
所 属：医学部附属病院講師  






＝＝●●●●●●●●●■●●●     ■●●●●●●●●●●●●■■●－ ▲  
日本心臓核医学会若手研究者奨励賞  
所 属：核医学診療科  
（現在ミュンヘン工科大学留学中）  
受賞日：2005年3月18日  樋口隆弘  
●■ ●＝ ＝ ＝ ＝ ＝＝ ● ■ ■t■●■●●●●■● ●● ● ● ●●●● ● ● ■●●● ●● ● ● ●●●  
米国核医学会Alavi－Mande”賞  
所 属：核医学診療科  
（現在金沢循環器病院PET画像センター）  
受賞日：2004年9月2日  河野匡栽  











択が可能となっています。   
また、新聞（朝日、日経など）、雑誌（文芸春秋、今日の  
れた  













今年度も恒例の看護用具工夫作品展が、平成16年11月8   
日（月）～9日（火）西病棟1階合同カンファレンスルームで開   
催されました。日頃の看護実践の中から工夫・改善された看   
護用異やアイデア作吊、趣味や教養を生かした手作り芸術作   
品41点が出品されました。  






●病院長賞 西病棟5暗 おっぱいカレンダー  
●優秀賞   内科外来 なかよしコンビ  
（持続動注ポンプ用ポケットつきシャツ）他 9部署 9作品  
′●●●●●●● ● ●  
… また、看護用具工夫作品展と同時に淑箪  





● ；して活用される予定です。作品に込められ  
一 ■ 王 たスタッフの思いから、看護への姿勢が感 一1■ ＝  
∵ Iじられる素敵なイベントとなりました。  
■， 、▼■  
き ●会長賞   手術部  みどり  
；●優秀賞  棄病棟2陶 双子さくらんぼ 他 4部署 4作品  
一‾出ヽ＼  
〔靂脚表会  
さる平成16年11月13日（士）、第36回看護研究発表会が、   
医学部臨床第1、2講義室の2会場において開催されました。   
病院各部署からの発表演題は看護研究倫理検討委員会の審査   
を受けた39題で、教育・業務に関するもの、心理や意識に関   
するもの、日常生活援助に関するもの、ターミナル期や癒しに   
関するもの、治療や検査援助に関するものなど、多岐にわた   
るテーマで発表されました。医学部保健学科教員10名の講  








交換・質疑応答が行なわれました。   
看護研究をステップに臨床看護の質について考える、そん  
な土壌造りの研究発表会となりました。   
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ているところです。   
先に行われた病棟移転は入院患者を中心に行われましたが、中央  
診療棟の移転は大型機器の移設が重要なポイントとなります。   
現在、購入契約した大型機器システムの納入日を確認し、各部門の  
移転日程と移転マニュアルを作成中です。  
麓垂完苦一萌 9月1：トーヨー 1（一部10月上  
外観西北面  
■移転する診療部門  
・検査部  ・手術部  ・放射線部  
・材料郡  ・救急部  ・病理部  
・血液浄化療法郡 ・光学医療診療部 ・総合診療部  
・アイソトープ部  ・麻酔部  ・電子顕微鏡センター  
・時間外事務当直  





3階検体検査室  移転案＝弾 平成18年度   
新中央診療棟移転にともない空室となる施設を改修整備し、外釆診  
療棟建設に支障となる建物に居住している診療部門棟を移転します。   
現在、移転対象となる各診療部門と改修についてのヒアリングを  
行っており、設計準備を進めているところです。移転は平成18年1月  
～3月に順次、実施する予定です。   
■平成18年度以降に移転する診療部門  
・MRl部門   ・放射線治療部門   ・血営造影部門   
4階OP－4（BC印  
退官と寄付講座   
金沢大学大学院医学系研究科  
血管分子遺伝学（内分泌代謝内科）  
馬渕 宏  
看護部長  
和田出 静子  


























































たと思います。   
大学法人となり厳しい病院経営が求められていますが、今  
後は法人のメリットも十分に活かしていけるよう願っています。   
最後に金沢大学医学部附属病院のますますの発展と皆様  
のご健勝とさらなるご活躍を祈念しております。長い間ありが  













学の電話帳の最初に出ていますム   
金沢大学の評議員は総数33名であります。数年前の「研究者  
総覧」に基づいて、各部局の研究者数と、その部局の評議員数  
















放射線部技師長   








など問題l帰院の今日この頃です。   
私の在籍した放射線部においても病院運骨に協力することは勿  
論ですが、如何に増収と患者サービスの向上を睦lることができるか、  















































43 （4）   









il内・二自然粥戦究科1ト  た。何とかこれを是牒蛋訂  









高熱和学研究科   
が裾扁究凍上 
附属図義寮長’－ナ 
教養教育長一 ■・▼  
その他ト∵  
160（5）  
－3 晰究著の多くは雛．上記参酌  
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■ 
K言ndqi目刺Tod□y  
病院長 小泉 晶－  
．■▼＿「■   
病院長として2年目に入り、その大変さを身にしみて感じて  
います。でも弱音を吐いている暇はありません。みなさんと  













































編集・発行 金沢大学医学部附属病院 KindaiHospitalTodE）y窟集委貞会（事務担当 病院総務課総務係）  
TELO76－265－2057 FAXO76－2344320 E－mailhpsomu＠ad．kanazawa－u．aC．jp  
貸さまからのおたより、ご意見等をお待ちしております。  
12   
